


















































king of France is bald）」という文を例に取ろう。ラッセル
はこの文が表現する命題を以下のような論理構造をもつと分
析する。
∃ x (Fx ∧ Kx ∧ ∀ y (Fy ∧ Ky → x = y) ∧ Bx)
ラッセルのこの分析では、「現在のフランス国王」という文
法的主語は、「現在のフランスの（Fx）」、「国王（Kx）」、
「ただ一人の（Fy ∧ Ky → x = y）」というように、命題
の中に論理的にパラフレーズされる。つまり、単称名辞は
「本質的に文の部分であり…それ単独ではいかなる意味もも




































































な直示詞の例を挙げる（Strawson 1950, p. 333）。ある人物











































































ないから。」（Strawson 1954, p. 226）
ストローソンは、このようなケースでは、聞き手は言明を
偽と認めると主張する。このような相違が生じる理由を 
Strawson 1964 では、前提の点から詳細に論じられる 12。以
下の二つの文を比較してみよう。
（1）a. フランス国王は禿である（The King of France is 
bald）
b. 昨日、展覧会はフランス国王の訪問を受けた
（The exhibition was visited yesterday by the King 
of France） 



































（2）スミスの殺害者は異常だ。（Smith’s murderer is insane.）


























































「彼女の夫は彼女に対して優しい（Her husband is kind to 

































































1　Frank Plumpton Ramsey ,  “Phi losophy , ”  in h is 
Philosophical Papers, D. H. Mellor ed., Cambridge 

































































（Frege 1892, p. 200）
フレーゲは、「存在する」という述語が、項として対象を



































































た。（Strawson 1964, p. 112）
 13　カルナップは『意味と必然性』において、「主題の原理
（principles of subject-matter）」 や「 つ い て 性 の 原 理
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